
 

資料４－３－６ 

固定給油設備のホースに設置される緊急離脱カプラについて 

 

１ 概要 

固定給油設備のホースに一定以上の引張力が加わった際に、せん断ピンが分

離することで、ホースが分離し、上流側も下流側も弁が閉止する。 

 

 

２ 現在の市場への普及率 

セルフ式のガソリンスタンドに設置されている固定給油設備については、緊

急離脱カプラが１００％設置されており、フル式のガソリンスタンドに設置さ

れている固定給油設備についても自主的に設置されていることがある。 

固定給油設備のホースに対して、一定以上の引張力が加わったにも関わらず緊

急離脱カプラが正常に作動にしなかった事例（ホースが固定給油設備を引っ張

り、転倒等を起こす事例）については、消防庁及び計量器工業会において確認

されていない。しかし、日本においてはホースの固定給油設備寄りに緊急離脱

カプラが設置されていることが通常であるため、車両にノズルをつけたままの

誤発進等の事故を想定し、ホースが固定給油設備を巻き込まないよう設置する

必要があるのではないか。 

 

緊急離脱カプラを設置することで低減されると考えられるリスク 

事故パターン３（給油中の車両の誤発進によるガソリン流出） 

ガソリン大量流出のリスク 

※ 緊急離脱カプラについては、１回／年の割合で目視点検を行うこととなっ

ている（資料 4-3-1参照）。 
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参考：危険物保安技術協会「固定給油設備等及びこれらの構成設備の型式試験

確認実施要領」（平成１０年３月１１日制定・最終改正平成１９年８月

２０日）（抜粋） 

 


